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一
般
会
計
六
百
七
十
九
億
六
千
六
百
万
円

を
中
心
と
し
た
平
成
三
十
一
年
度
の
各
会
計

予
算
案
は
、
二
月
二
十
七
日
の
本
会
議
で
、

同
日
設
置
さ
れ
た
十
二
名
の
委
員
か
ら
成
る

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
で
は
三
月
十
二
日
に
正
副
委
員

長
を
互
選
し
た
後
、
十
三
日
か
ら
五
日
間
に

わ
た
っ
て
各
予
算
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
二
十
六
日
の
本
会
議
で
は
、
深
沢
達
也
予

算
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
会
に
お
け
る
審
査

概
要
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
討
論

が
行
わ
れ
、
個
別
採
決
の
結
果
、
平
成
三

十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
は
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
、
下
水
道
事
業
会
計
・
国
民
健

康
保
険
事
業
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
会

計
・
介
護
保
険
事
業
会
計
の
四
特
別
会
計
、

お
よ
び
水
道
事
業
会
計
（
企
業
会
計
）
の
各

予
算
は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
市
政
運
営
の
大
枠
が
確

定
し
、
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
（
三
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三

面
に
代
表
質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特
別

委
員
会
審
査
概
要
、
五
面
に
予
算
に
対
す

る
討
論
を
掲
載
）
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
可
決

　
三
月
四
日
の
総
務
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
同
月
十
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
武
蔵
野
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
条
例
の
主
な
内
容
は
、
現
市
長
の
今

任
期
に
か
か
る
退
職
手
当
の
支
給
割
合
を

三
分
の
一
程
度
に
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
り
四
年
の
任
期
を
務
め
た
場
合
の
市
長

の
退
職
手
当
は
、
一
千
六
百
四
十
八
万
円

か
ら
五
百
三
十
五
万
六
千
円
に
な
り
ま
す
。

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　
三
月
二
十
六
日
の
本
会
議
で
、
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全

会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

四
月
一
日
か
ら
の
四
年
間
で
す
。

■

監
査
委
員:

名
古
屋
友
幸　

氏

　
昭
和
五
十
七
年
入

庁
後
、
水
道
部
長
、

財
務
部
長
を
経
て
、

平
成
二
十
七
年
一
月

か
ら
総
合
政
策
部
長
。
六
十
歳
。

　

第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
十
日
か
ら
三
月
二
十
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
市
長
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
と
、
こ
れ
に
対
す
る
七
人
の
各
会
派
代
表
質
問
、

お
よ
び
十
四
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
三
十
一
年
度
武
蔵

野
市
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
二
十
四
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
東
京
外

か
く
環
状
道
路
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
五
件
の
議
員
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
　
市
議
会
定
例
会

平
成
三
十
一
年
度
予
算
を
可
決

　
誰
も
が
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
へ
　
命
を
守
り
育
む
予
算

　
一
般
会
計
は
六
百
八
十
億
円

「玉川上水の青い宝石」
撮影：辻井　元（武蔵野市）

場所：玉川上水緑道・武蔵野市境３丁目（市立第六中学校北）付近（2018. ４.26）

川面が低いので気付きにくいのですが、玉川上水にはかわせみが居ます。こんなきれいな鳥が居るのに、ペッ

トボトル、空き缶やごみがたくさん投げ捨てられているのは大変残念です。よみがえった自然を大切にしたい

ものです。

１面写真募集要領〈次回の締め切り５月1６日〉

●内　　容： 武蔵野市内（隣接する地域を含む。）で応募者自身が撮影した、未発表※の

オリジナル作品（カラー）に限ります（明らかに人物を特定できる場合は、

ご本人の了承を得てください。）。  

※インターネット、ツイッター等で掲載したものや、個展や写真の掲載が

主目的な催しは発表とする。ただし、地域行事への協力展示（例えば、コ

ミセンや学校での展示など）は未発表とする。

●規　　格：①紙焼きの場合　　・サイズ　２Ｌ判～Ａ４  

　　　　　　② デジタルデータの場合  

・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式  

・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上  

・ファイルサイズ　２ＭＢ程度まで

●審　　査：議会広報委員会が審査します。

●発　　表： 採用された作品は、６月15日発行の市議会だよりに掲載する予定です。

ただし、紙面構成の都合上、掲載しない場合がありますのであらかじめご

了承ください。

●著 作 権： 作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、次号の市議会だより発

行までは、他媒体での発表等をご遠慮いただくことを、作品採用の条件と

いたします。

●期　　限：５月16日（木曜日）当日消印有効

●応募方法： 撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年月日・撮影場所・作品名・作品に

関するコメント（100字程度）を明記の上、下記あて先までご応募くださ

い（作品は返却いたしません。なお、今回採用されなかった場合は、次号

以降の市議会だよりの１面写真に使用させていただく場合があります。）。

●あ て 先： 〒180-8777武蔵野市緑町２- ２-28 武蔵野市議会事務局市議会だより担当  

デジタルデータの場合はメールで ofc-gikai@city.musashino.lg.jp　まで  

（上記以外のメールアドレスや各種メディア等での送付はご遠慮ください。）
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自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●

小
美
濃
安
弘
　
議
員

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
拡
充
で

医
療
と
介
護
の
充
実
・
推
進
を

日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団
●

橋
本
し
げ
き
　
議
員

市
民
負
担
に
配
慮
し
た
、

暮
ら
し
を
応
援
す
る
市
政
運
営
を

む
さ
し
の
志
民
会
議
●

竹
内
ま
さ
お
り
　
議
員

市
長
の
考
え
が
ど
れ
だ
け
市
民
か
ら

支
持
を
得
ら
れ
て
い
る
の
か
把
握
せ
よ

民
主
生
活
者
ネ
ッ
ト
●

蔵
野
恵
美
子
　
議
員

す
べ
て
の
市
民
が
支
え
ら
れ
感
を
実
感

す
る
施
策
展
開
で
、
ま
ち
の
活
性
化
を

「施政方針」は武蔵野市役

所のホームページでご覧い

ただけます。また、市役所

の市政資料コーナー、各図

書館、武蔵野プレイスで閲

覧できます。

　２月22日、市長の施政方針に対して、７名の各会派代表者による

代表質問が行われました。以下はその要旨です。

直
接
福
祉
に
は
結
び
付
か
な

い
が
見
え
な
い
困
難
を
抱
え
る
層

が
、
支
え
ら
れ
感
を
実
感
で
き
る

よ
う
な
施
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

見
え
な
い
困
難
を
ニ
ー
ズ
と

し
て
顕
在
化
す
る
こ
と
、
そ
の
た

め
に
対
話
や
ニ
ー
ズ
調
査
を
継
続

し
て
課
題
を
認
識
し
、
効
果
的
な

施
策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

待
機
児
童
が
解
消
さ
れ
な
い

新
年
度
予
算
を
組
む
際
、
改

元
に
対
す
る
市
民
の
期
待
な
ど
を

ど
の
よ
う
に
意
識
し
た
か
。

一
国
民
と
し
て
は
祝
意
を
表

す
が
、
行
政
運
営
は
計
画
行
政
が

基
本
で
あ
り
、
施
政
方
針
に
は
改

元
の
影
響
を
反
映
し
て
い
な
い
。

児
童
虐
待
の
問
題
が
多
数
報

道
さ
れ
る
中
、
新
年
度
予
算
で
は

命
を
守
り
育
む
と
掲
げ
て
い
る
。

一
方
、
施
政
方
針
に
は
虐
待
防
止

の
記
載
が
な
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

虐
待
す
る
親
に
は
そ
の
認
識

が
な
く
、
親
へ
の
ケ
ア
が
重
要
と

な
る
。
難
し
い
課
題
だ
が
全
市
民

で
虐
待
防
止
に
取
り
組
み
た
い
。

吉
祥
寺
南
町
に
建
設
予
定
の

保
育
園
に
関
し
、
市
と
近
接
住
民

と
の
溝
が
深
ま
っ
て
い
る
が
、
今

後
市
長
は
近
接
住
民
と
対
話
す
る

意
思
は
あ
る
か
。

近
接
住
民
に
加
え
近
隣
住
民

の
方
に
説
明
す
る
機
会
を
設
け
た

い
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
る

の
が
よ
い
の
か
考
え
た
い
。

独
居
高
齢
者
が
退
院
時
衰
弱

状
態
の
場
合
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
に
再
入
院
し
、
体
調
が
戻
る
ま

で
ケ
ア
が
必
要
だ
が
、
市
内
の
ケ

ア
病
床
は
不
足
し
て
い
る
の
で
は
。

ケ
ア
病
床
の
充
実
は
重
要
だ

が
医
師
会
等
と
よ
く
協
議
し
た
い
。

イ
ー
ス
ト
吉
祥
寺
の
再
開
発

の
鍵
は
暫
定
駐
輪
場
の
有
効
活
用

と
本
町
コ
ミ
セ
ン
の
在
り
方
で
あ

る
。
市
が
主
導
し
て
コ
ミ
セ
ン
の

在
り
方
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
町
コ
ミ
セ
ン
は
建
て
替
え

を
す
る
場
合
、
移
転
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

公
会
堂
の
建
て
替
え
は
吉
祥

寺
南
口
再
開
発
の
要
に
な
る
事
業

で
あ
り
、
早
期
着
工
が
必
要
で
は
。

吉
祥
寺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
中
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
整
理
し
た
い
。

本
年
十
月
か
ら
幼
児
教
育
無

償
化
が
始
ま
る
が
市
長
の
評
価
は
。

ま
ず
待
機
児
童
を
解
消
す
べ

き
で
あ
り
、
そ
の
後
、
国
の
責
任

で
無
償
化
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

段
階
で
の
幼
児
教
育
無
償
化
は
、

保
育
園
に
入
れ
る
家
庭
と
入
れ
な

い
家
庭
の
不
公
平
を
さ
ら
に
広
げ

る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

待
機
児
童
の
解
消
は
、
無
償

化
の
導
入
よ
り
も
優
先
す
べ
き
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

昨
年
度
に
続
き
施
政
方
針
に

脱
原
発
の
項
目
を
入
れ
た
点
を
評

価
す
る
が
、
原
発
に
頼
ら
な
い
社

会
に
向
け
、
創
エ
ネ
や
省
エ
ネ
の

施
策
な
ど
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

蓄
電
池
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
窓
断

熱
な
ど
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
を
図
る

総
合
的
な
取
り
組
み
を
引
き
続
き

進
め
て
い
く
。

児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
新

規
・
拡
充
施
策
は
充
実
し
て
き
た

が
、
虐
待
発
生
時
の
保
護
に
関
し
、

よ
り
適
切
な
判
断
や
対
応
を
行
う

た
め
の
具
体
的
取
り
組
み
を
伺
う
。

最
終
的
に
保
護
を
決
定
す
る

の
は
児
童
相
談
所
で
あ
る
が
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
も
定
期

的
に
子
ど
も
の
観
察
を
行
い
情
報

を
提
供
し
、
必
要
な
と
き
は
保
護

を
強
く
訴
え
て
い
く
。

武
蔵
野
公
会
堂
改
修
後
の
青

写
真
に
つ
い
て
進
展
が
見
ら
れ
な

い
が
、
吉
祥
寺
駅
南
口
の
開
発
と

一
体
で
進
め
る
と
し
て
も
、
改
修

後
の
青
写
真
を
示
し
、
具
体
的
な

在
り
方
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

新
年
度
に
、
各
文
化
施
設
の

在
り
方
の
検
討
会
を
開
始
す
る
。

公
会
堂
は
機
能
や
役
割
を
明
確
に

し
、
吉
祥
寺
南
口
の
ま
ち
づ
く
り

と
一
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で

あ
り
、
周
辺
環
境
を
考
慮
し
な
が

ら
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

市
内
の
経
済
状
況
・
景
気
の

現
状
へ
の
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

必
要
経
費
の
負
担
増
が
利
益

を
圧
迫
し
て
い
る
と
の
声
を
事
業

者
か
ら
聞
き
、
決
し
て
楽
観
は
し

て
お
ら
ず
、
こ
れ
以
上
景
気
が
低

迷
し
な
い
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

国
民
健
康
保
険
の
財
政
健
全

化
計
画
の
策
定
が
進
む
中
、
負
担

増
で
は
な
く
、
市
民
負
担
に
配
慮

し
た
計
画
に
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

多
子
世
帯
へ
の
市
独
自
の
負

担
軽
減
策
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て

検
討
す
る
旨
、
計
画
に
記
載
す
る
。

二
〇
二
〇
年
四
月
の
待
機
児

童
ゼ
ロ
へ
の
実
現
見
通
し
を
伺
う
。

認
可
保
育
所
三
園
の
整
備
や
、

認
証
保
育
所
の
認
可
化
等
に
よ
り

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
う
え

で
、
そ
の
維
持
に
向
け
、
既
存
施

設
の
活
用
な
ど
さ
ら
な
る
保
育
の

整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

夏
の
猛
暑
ま
で
に
、
市
立 

小
・
中
学
校
体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
べ
き
だ
が
見
解
を
伺
う
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
順
次
設

置
し
、
来
年
二
月
末
ま
で
に
は
全

校
で
設
置
を
完
了
さ
せ
た
い
。

平
和
憲
法
を
守
り
生
か
す
こ

と
を
、
改
め
て
発
信
す
べ
き
で
は
。

平
和
事
業
は
、
国
民
主
権
・

平
和
主
義
・
基
本
的
人
権
の
尊
重

を
定
め
た
憲
法
へ
の
関
心
を
深
め

る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
今
後
も

継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

原
発
ゼ
ロ
実
現
に
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
が
必
要
だ

が
、
本
市
で
必
要
な
取
り
組
み
は
。

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

の
設
置
や
建
築
物
の
環
境
配
慮
へ

の
指
導
等
に
よ
り
、
原
発
に
頼
ら

な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

健
全
財
政
を
市
民
の
た
め
に

生
か
す
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
市

民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
観
点
か

ら
の
基
金
活
用
に
対
す
る
見
解
は
。

基
金
の
積
み
立
て
は
着
実
に

行
う
が
、
必
要
な
施
策
に
は
積
極

的
に
基
金
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

市
長
は
十
八
歳
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
等
を
掲
げ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
政
治
活
動
に
お
い
て

発
言
等
を
撤
回
し
た
事
例
を
伺
う
。

一
貫
性
が
重
要
で
あ
り
、
信

念
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
、
保
育
所
の
定
員
に
空

き
が
あ
る
中
、
来
年
度
に
三
園
を

新
設
す
る
こ
と
は
過
剰
供
給
と
な

り
、
事
業
者
の
倒
産
リ
ス
ク
も
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

財
務
指
標
等
を
確
認
し
、
保

育
事
業
者
を
選
定
し
て
い
る
。

す
で
に
閉
園
が
決
ま
っ
た
事

業
者
が
あ
る
こ
と
に
関
し
見
解
を

伺
う
。
ま
た
、
他
の
公
共
施
設
の

よ
う
に
、
市
外
利
用
者
の
増
に
よ

り
保
育
所
の
定
員
が
埋
ま
る
可
能

性
も
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

閉
園
と
倒
産
は
異
な
る
の
で
、

質
問
の
趣
旨
が
分
か
ら
な
い
。
ま

た
、
武
蔵
野
市
民
も
近
隣
自
治
体

の
保
育
所
に
通
っ
て
い
る
。

地
域
経
済
振
興
に
は
地
域
で

お
金
を
循
環
さ
せ
る
仕
組
み
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
地
域
通
貨
の
電

子
化
の
動
き
も
あ
る
が
見
解
は
。

現
時
点
で
は
、
地
域
通
貨
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
な
い
。

井
の
頭
自
然
文
化
園
の
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
広
く
市
民

意
見
を
集
め
、
都
へ
の
働
き
か
け

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

都
立
の
動
物
園
で
も
あ
り
、

市
と
し
て
市
民
意
見
を
集
め
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
先
進
自
治
体
ラ
ン

キ
ン
グ
に
お
い
て
、
本
市
は
百
二

十
二
位
と
低
い
評
価
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

あ
く
ま
で
も
一
つ
の
調
査
で

あ
り
、
分
析
を
行
う
予
定
は
な
い
。

三
・
一
一
の
際
、
都
議
会
議

員
で
あ
っ
た
松
下
市
長
は
、
本
市

に
何
か
支
援
を
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

支
援
を
し
た
覚
え
は
な
い
。

他
市
よ
り
も
力
を
入
れ
て
い

る
行
財
政
改
革
が
あ
れ
ば
伺
う
。

他
市
と
の
比
較
は
、
判
断
の

基
準
が
な
く
困
難
だ
と
考
え
る
。

施政方針を質す
ただ

代 表 質 問
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市
議
会
公
明
党
●

落
合
勝
利
　
議
員

市
民
・
住
民
と
の
対
話
を
重
視
し

た
事
業
の
推
進
を

空そ
ら

●

山
本
あ
つ
し
　
議
員

積
極
的
で
前
向
き
な
予
算
編
成
を

評
価
す
る

子
ど
も
子
育
て
を
応
援
す
る

ま
ち
を
つ
く
る
う
え
で
、
子
ど
も

の
権
利
を
大
切
に
す
る
方
向
性
を

明
示
す
る
諸
計
画
の
策
定
や
事
業

展
開
を
望
む
が
、
見
解
を
伺
う
。

引
き
続
き
、
子
ど
も
の
権
利

を
最
優
先
に
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

人
生
百
年
時
代
の
取
り
組
み

の
方
向
性
を
伺
う
。

切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
に

お
け
る
関
連
機
関
ど
う
し
の
連
携

の
現
状
の
課
題
と
今
後
の
展
開
は
。

健
康
福
祉
・
子
ど
も
家
庭
・

教
育
の
各
分
野
を
横
断
し
た
連
携

構
築
に
向
け
、
包
括
的
な
支
援
体

制
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

学
校
施
設
の
複
合
化
に
対
す

る
認
識
と
見
解
を
伺
う
。

児
童
生
徒
が
幅
広
い
世
代
の

少
子
高
齢
化
の
少
子
の
部
分

を
解
消
す
る
た
め
の
子
育
て
支
援

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
う

え
で
、
元
気
な
高
齢
者
の
方
が
経

験
や
得
意
な
部
分
を
生
か
し
な
が

ら
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
や
体
制
を
整
備
し
て
い
く

必
要
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

留
学
生
を
含
め
た
在
住
外
国

人
の
人
権
を
守
り
支
援
す
る
こ
と

は
大
切
で
あ
り
、
全
市
的
な
実
態

把
握
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

外
国
人
の
人
権
を
守
り
、
生

活
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

を
行
う
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
実

態
把
握
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

施
設
利
用
者
と
交
流
で
き
る
等
の

効
果
の
反
面
、
安
全
確
保
や
児
童

生
徒
増
に
対
し
物
理
的
課
題
も
あ

り
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

吉
祥
寺
南
町
の
保
育
園
設
置

に
は
周
辺
住
民
と
市
長
と
の
対
話

が
不
可
欠
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

ご
意
見
と
し
て
受
け
止
め
、

今
後
の
対
応
は
考
え
て
い
き
た
い
。

大
規
模
災
害
時
の
避
難
対
応

に
つ
い
て
近
隣
市
区
と
連
携
は
。

避
難
所
ご
と
に
安
否
情
報
を

集
約
し
、
災
害
対
策
本
部
を
通
じ

住
所
地
の
各
自
治
体
に
連
絡
す
る
。

自
然
災
害
が
年
々
激
甚
化
し

て
い
る
が
、
防
災
情
報
マ
ッ
プ
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

エ
コ
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
着
実

な
事
業
実
施
を
求
め
る
が
見
解
は
。

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
の
一
環
と
し
て
、
長
い
期
間

を
か
け
て
市
民
参
加
で
議
論
を
積

み
上
げ
て
き
た
。
施
設
の
周
知
に

努
め
る
と
と
も
に
、
開
設
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

総
務
省
の
自
治
体
戦
略
二
〇

四
〇
構
想
研
究
会
に
お
け
る
戦
略

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

自
治
体
戦
略
二
〇
四
〇
は
全

国
的
な
現
状
分
析
と
将
来
予
想
に

基
づ
く
国
全
体
と
し
て
の
モ
デ
ル

を
提
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

人
口
や
財
政
の
状
況
な
ど
全
国
的

な
動
き
と
本
市
の
状
況
は
現
時
点

で
は
一
致
し
て
い
な
い
点
も
多
い

た
め
、
本
市
独
自
の
現
状
把
握
や

分
析
を
継
続
的
に
行
っ
た
う
え
で
、

長
期
計
画
や
各
種
個
別
計
画
の
施

策
に
反
映
す
べ
き
と
考
え
る
。

東
京
都
が
行
う
想
定
最
大
規

模
降
雨
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
浸
水
予
想
区
域
図
の
改
定
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

安
全
な
歩
行
環
境
の
確
保
に

向
け
た
、
自
転
車
の
ス
ピ
ー
ド
抑

制
の
対
応
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

交
通
状
況
に
応
じ
た
啓
発
看

板
や
路
面
標
示
、
車
止
め
の
柵
等

の
設
置
を
行
う
と
と
も
に
、
自
転

車
利
用
に
つ
い
て
は
安
全
講
習
な

ど
を
通
じ
歩
行
者
優
先
の
意
識
づ

け
に
努
め
て
い
き
た
い
。

吉
祥
寺
駅
南
口
再
開
発
の
調

査
研
究
が
進
む
中
、
計
画
は
ど
こ

が
中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
る
の
か
。

南
口
全
体
の
将
来
像
は
ま
ず

市
が
示
す
こ
と
と
な
る
が
、
吉
祥

寺
地
区
の
法
定
再
開
発
の
検
討
は

行
っ
て
い
な
い
。
今
後
吉
祥
寺
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
や
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
の
位
置
づ
け
や

考
え
方
を
議
論
し
整
理
し
て
い
く
。

る
状
況
だ
が
、
分
煙
の
必
要
性
は

十
分
認
識
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て
施
政
方

針
に
記
載
が
な
い
理
由
を
伺
う
。

記
載
は
な
い
が
、
命
を
守
る

と
い
う
強
い
気
持
ち
で
児
童
虐
待

防
止
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は

計
七
回
に
わ
た
り
火
災
事
故
が
起

こ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
伺
う
。

屋
外
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く

り
、
分
煙
を
進
め
て
い
く
の
か
。

喫
煙
ス
ペ
ー
ス
を
探
し
て
い

周
辺
住
民
や
来
庁
者
に
迷
惑

を
か
け
大
変
申
し
訳
な
い
と
思
う
。

原
因
を
究
明
し
、
引
き
続
き
安
全

対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

境
浄
水
場
の
再
構
築
に
つ
い

て
、
都
は
予
防
保
全
型
管
理
の
推

進
に
伴
い
今
ま
で
の
基
本
構
想
を

大
幅
に
変
更
す
る
。
四
年
前
か
ら

近
隣
住
民
説
明
会
を
何
度
も
開
催

し
て
き
た
が
、
変
更
に
関
し
て
市

民
に
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

設
計
の
大
幅
な
見
直
し
が
必

要
に
な
っ
た
こ
と
で
、
都
か
ら
今

後
詳
細
に
検
討
を
進
め
る
と
聞
い

て
い
る
。
建
物
の
規
模
な
ど
が
明

ら
か
に
な
っ
た
際
に
は
、
市
民
へ

の
情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

吉
祥
寺
南
町
三
丁
目
の
市
有

地
を
活
用
し
た
保
育
所
整
備
事
業

に
関
し
て
は
、
住
民
と
の
話
し
合

い
を
し
っ
か
り
行
う
べ
き
で
は
。

現
在
も
厳
し
い
意
見
が
あ
り
、

問
題
が
解
決
し
た
と
は
決
し
て
考

え
て
い
な
い
。
引
き
続
き
丁
寧
な

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

第
三
期
健
康
福
祉
総
合
計
画

を
進
め
る
う
え
で
、
優
先
し
て
行

う
高
齢
者
政
策
を
伺
う
。

介
護
と
子
育
て
が
同
時
に
行

わ
れ
る
な
ど
複
合
的
な
課
題
も
あ

り
、
新
た
な
連
携
を
進
め
る
と
と

も
に
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
支
え
合
い

の
実
現
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
、

人
材
の
確
保
・
育
成
、
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
の
整
備
な
ど
の
重
点
的
取

り
組
み
を
優
先
し
て
実
行
し
た
い
。

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●

ひ
が
し
ま
り
子
　
議
員

市
域
全
体
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

幅
広
い
観
点
か
ら
の
政
策
を

市長の施政方針

誰もが住み続けられるまちへ

命を守り育む予算

松下玲子　市長

市政運営の基本的考え  

1 子ども子育てを応援するまちへ

　▪社会全体で子育て家庭を支え、子どもを産み、育

てやすい環境をつくり、子どもの最善の利益を尊

重し、子ども子育てを応援するまちへと歩みを進

める。

　▪認可保育所３園を新設し、定員約200名の増を目

指す。市内の保育施設を対象とした、使用済み紙

おむつの回収・処分事業を開始する。

　▪学校施設について、今後を見据えた具体的な整備

計画を策定する。

2 誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまち

　▪「誰もがいきいきと安心して住み続けられる支え

合いのまち」の実現を目指す。

　▪医療機関の現状や課題、要望を踏まえて必要な支

援を行う。

3 個性かがやく活力あるまち

　▪「武蔵野市ふるさと応援寄附」事業を開始する。

4 脱原発、緑あふれるまち

　▪「スマートシティむさしの」を目指して、二酸化

炭素のさらなる排出削減を図るため、蓄電池の整

備、公共施設の省エネ改修などを進める。

　▪公園や緑地などの緑の拠点を整備する事業や、民

間の緑の質と量を高めるための取り組みを進める。

5 より進んだ市民参加に挑戦するまち

　▪市民自治の原則を継承し、「市民自治のまち武蔵

野」をさらに推進していくために、骨子案に基づ

き自治基本条例制定の準備を進める。

　▪第六期長期計画の策定を、多様な市民参加と議員

参加・職員参加で進めていく。

6 歩いて楽しいまち、安全なまち

　▪防災情報マップを改訂するとともに、市内の浸水

予想区域図を更新し、全戸配布する。

7 平和と文化をつくるまち

　▪文化振興基本方針を具体的に進めていくため、よ

りよい文化行政を実践していく仕組みを検討する。

　▪戦争の悲惨さや平和の尊さを次世代に伝えるた

め、平和・憲法啓発事業を市民の皆様とともに進

める。

8 健全財政を市民のために活かすまち

　▪庁内業務の効率化を推進し、ＲＰＡ（ロボティッ

ク・プロセス・オートメーション）を試行導入し、

今後の拡大に向けた検証を行う。

主要な施策  

（Ⅰ）健康・福祉

　成年後見制度利用促進基本計画を策定する。糖尿

病重症化予防事業を実施する。国有地活用による地

域密着型特別養護老人ホーム等整備事業を行う。

（Ⅱ）子ども・教育

　認証保育所の認可化移行を目指す。産後ケア（宿

泊型・デイケア型）事業を行う。市立小中学校全校

の体育館へ冷暖房機を導入する。

（Ⅲ）文化・市民生活

　総合体育館・プールの老朽化への対応を行う。プ

レミアム付商品券事業を行う。防災行政無線のデジ

タル化を行う。

（Ⅳ）緑・環境

　環境啓発施設の整備・検討を行う。エネルギー地

産地消プロジェクトを実施する。

（Ⅴ）都市基盤

　都市計画マスタープランの改定に向け検討を進め

る。地域公共交通網形成計画を策定する。臭気抑制

対策助成等事業を行う。

（Ⅵ）行・財政

　道路通報システムの試行導入を行う。モバイルワ

ークの実証実験を行う。

【市長が 2月 20 日の本会議で行った「施政方針」演説の要旨です。】
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農
業
費
・
商
工
費

モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
の
消
費
転

換
に
お
け
る
産
業
振
興
は

モ
ノ
消
費
か
ら
コ
ト
消
費
へ
と

転
換
が
起
こ
る
中
、
産
業
振
興
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

観
光
事
業
等
を
市
民
、
来
街
者

に
よ
る
コ
ト
消
費
に
つ
な
げ
た
い
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
麦
わ
ら
帽

子
の
現
在
の
経
営
状
況
と
、
今
後
の

事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

昨
年
九
月
に
店
舗
を
改
装
し
た

が
、
売
り
上
げ
増
と
は
な
ら
な
か
っ

衛

生

費

エ
コ
プ
ラ
ザ
整
備
へ
の
市
民

意
見
に
は
丁
寧
な
対
応
を

エ
コ
プ
ラ
ザ
の
整
備
に
向
け
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
問
題
提
起

の
あ
っ
た
、
費
用
対
効
果
が
見
合
わ

な
い
、
周
辺
住
民
以
外
と
の
対
話
が

限
定
的
、
環
境
部
職
員
の
増
員
可
能

性
に
つ
い
て
の
各
意
見
へ
の
見
解
は
。

効
果
の
検
証
は
難
し
い
が
、
今

後
運
営
協
議
会
等
で
評
価
指
標
を
定

め
た
い
。
周
辺
住
民
以
外
へ
の
周
知

に
つ
い
て
は
、
よ
り
よ
い
情
報
発
信

の
方
法
を
考
え
た
い
。
職
員
数
は
部

内
で
の
定
数
配
置
を
行
う
予
定
で
あ

り
、
増
員
体
制
を
と
る
こ
と
は
な
い
。

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
け
る
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
自
己
託
送
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
売
電
し
て
い

た
夜
間
発
電
電
力
を
小
・
中
学
校
へ

供
給
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

学
校
側
で
従
来
買
っ
て
い
た
電

気
の
ほ
う
が
高
い
こ
と
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
の
廃
熱
発
電
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２

を
含
ま
な
い
電
気
を
使
用
す
る

こ
と
、
以
上
の
コ
ス
ト
面
と
環
境
面

で
の
メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。

民

生

費

保
育
施
設
の
今
後
の
基

本
的
な
整
備
方
針
は

認
可
保
育
所
三
園
の
新
規
開
設

や
、
認
証
の
認
可
化
を
進
め
る
中
で
、

保
育
施
設
の
今
後
の
整
備
方
針
は
。

地
域
間
や
対
象
年
齢
に
よ
る
保

育
需
要
の
差
を
埋
め
る
た
め
、
認
証

の
認
可
化
を
進
め
、
既
存
施
設
を
活

用
し
な
が
ら
三
歳
以
降
の
保
育
需
要

に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

 

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
向
け

に
新
規
開
設
す
る
学
習
教
室
に
つ
い

て
、
従
来
の
学
習
支
援
と
の
違
い
は
。

集
団
に
な
じ
め
な
い
子
ど
も
な

ど
へ
、
よ
り
専
門
的
な
視
点
か
ら
の

支
援
を
予
定
し
て
い
る
。

 

妊
娠
届
け
出
時
に
専
門
職
と
面

接
を
し
た
妊
産
婦
へ
配
布
す
る
、
子

ど
も
・
子
育
て
応
援
券
事
業
に
つ
い

て
、
専
門
職
が
い
な
い
市
政
セ
ン
タ

ー
に
妊
娠
届
け
が
出
た
際
の
対
応
は
。

専
門
職
の
い
る
健
康
課
へ
ご
案

内
し
、
そ
こ
で
面
接
を
し
た
方
に
は

応
援
券
を
配
布
す
る
こ
と
で
妊
婦
面

接
率
の
向
上
を
図
り
た
い
。

 
保
育
施
設
で
の
使
用
済
み
紙
お

む
つ
回
収
事
業
の
想
定
効
果
を
伺
う
。

感
染
症
予
防
や
、
保
育
士
に
よ

総

務

費

吉
祥
寺
東
町
市
有
地

の
今
後
の
方
向
性
は

吉
祥
寺
東
町
市
有
地
の
利
活
用

に
お
け
る
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

福
祉
目
的
に
プ
ラ
ス
し
て
何
が

で
き
る
か
と
い
う
視
点
も
含
め
、
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
し
た
い
。

 

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け

た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

条
例
骨
子
を
基
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
や
意
見
交
換
会
を
経
て
、

条
例
案
と
し
て
議
会
へ
上
程
し
た
い
。

 
過
去
の
方
針
を
転
換
し
て
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
理
由
は
何
か
。

総
務
省
が
一
部
制
度
を
見
直
し

た
こ
と
や
周
辺
自
治
体
の
動
向
を
踏

ま
え
、
本
事
業
を
開
始
し
た
い
。

 
ホ
ワ
イ
ト
イ
ー
グ
ル
の
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
を
、
電
気
自
動
車
に
買
い

替
え
る
こ
と
に
し
た
理
由
を
伺
う
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
電
力
を

活
用
し
た
充
電
設
備
が
整
備
さ
れ
、

総

括

保
育
所
整
備
の
市
民
へ
の

説
明
は
真
摯
な
対
応
を

吉
祥
寺
南
町
市
有
地
で
の
保
育

所
整
備
は
市
の
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
の
住
民
説
明
が
不
足
し
て
お
り
、

真
摯
な
意
見
交
換
や
市
長
対
話
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長
就
任
後
に
近
接
住
民
と
話

し
合
い
の
場
を
設
け
、
そ
の
後
は
担

当
職
員
が
丁
寧
に
意
見
を
伺
っ
て
き

た
が
、
保
育
園
整
備
の
さ
ら
な
る
市

民
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

 

新
年
度
予
算
は
「
誰
も
が
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
へ　

命
を
守
り
育

む
予
算
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

が
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
伺
う
。

子
育
て
支
援
は
未
来
へ
の
投
資

と
考
え
、
保
育
施
設
内
で
の
お
む
つ

回
収
や
産
後
ケ
ア
、
認
可
保
育
所
三

園
の
新
規
開
設
な
ど
子
育
て
を
応
援

す
る
施
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と

と
も
に
、
障
害
者
施
設
整
備
や
医
療

機
関
へ
の
補
助
を
行
い
、
誰
も
が
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
へ
の
取
り
組
み

も
進
め
て
い
き
た
い
。

 
職
員
定
数
適
正
化
計
画
に
着
手

し
た
当
時
と
比
較
し
少
子
高
齢
化
に

よ
り
社
会
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
が
、
今
後
の
定
数
の
方
向
性
は
。

現
状
の
定
数
を
さ
ら
に
減
と
す

る
こ
と
は
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
行
政
需
要
の
変
化
に
合
わ
せ

定
数
内
で
の
調
整
が
必
要
と
考
え
る
。

 
災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
対
応

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

在
住
外
国
人
に
対
し
て
は
国
際

交
流
協
会
と
連
携
し
災
害
時
に
備
え

て
い
る
が
、
一
時
滞
在
の
外
国
人
対

応
に
つ
い
て
は
至
急
検
討
し
た
い
。

 
指
定
管
理
者
制
度
は
公
募
を
導

入
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

今
後
運
営
基
準
等
の
変
更
可
能

性
が
あ
る
中
に
お
い
て
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
担
保
で
き
ず
、
現
段
階
で
は
公

募
は
適
切
で
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

歳

入

税
収
構
造
の
継
続

的
な
分
析
を

納
税
者
全
体
に
占
め
る
女
性
や

高
齢
者
の
割
合
が
高
ま
っ
て
お
り
、

税
収
構
造
の
継
続
的
な
分
析
が
必
要

で
は
な
い
か
。

経
年
変
化
を
継
続
し
て
見
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
引
き
続
き
税
収
へ

の
影
響
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

 

市
た
ば
こ
税
の
増
収
に
向
け
補

助
金
を
交
付
す
る
一
方
で
、
歳
入
は

減
額
傾
向
に
あ
る
。
今
後
市
た
ば
こ

税
の
歳
入
額
を
増
や
す
方
針
な
の
か
。

喫
煙
者
数
が
減
少
し
、
減
収
は

続
く
と
考
え
る
。
補
助
金
交
付
も
次

年
度
に
終
了
予
定
で
、
喫
煙
を
勧
奨

し
税
収
を
増
や
す
方
針
で
は
な
い
。

都
か
ら
車
体
購
入
に
対
す
る
補
助
が

全
額
出
る
た
め
選
定
し
た
。

 

国
際
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
事

業
へ
の
負
担
金
を
廃
止
す
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

国
際
交
流
事
業
の
一
つ
で
は
あ

る
が
、
先
駆
的
な
発
掘
・
育
成
事
業

か
ら
次
の
段
階
へ
の
事
業
展
開
を
図

る
た
め
に
、
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

 

指
定
管
理
者
制
度
に
伴
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
へ
の
事
務
負
担
が

大
き
い
と
い
う
指
摘
に
対
し
見
解
は
。

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
窓
口
を

二
名
体
制
に
し
、
状
況
に
応
じ
他
の

業
務
に
も
取
り
組
め
る
と
考
え
る
。

る
お
む
つ
の
取
り
違
え
防
止
な
ど
が

効
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　一般会計予算は679億6,600万円で、前年度比44億800万円（6.9

％）の増額となりました。歳入の根幹を成す市税収入は、土地の負

担調整措置などによる固定資産税・都市計画税の増、納税義務者数

の増加や配偶者控除の見直しの影響による個人市民税の増により、

全体では前年度比約6億8,400万円の増が見込まれています。

　31年度予算は、「誰もが住み続けられるまちへ　命を守り育む予

算」と位置づけられ、第五期長期計画・調整計画の４年目として各

分野の施策を着実に推進するとともに、新たな課題にも対応しなが

ら、市民一人一人が安心して暮らすことができるまちづくりを進め

るため、限られた財源を重点的かつ効率的に配分することを基本に

編成されています。また、効率的な行政経営により健全な財政運営

を維持するため、事務事業および補助金の見直しや政策再編が継続

的に実施されたほか、経常経費は30年度予算額を上限とする予算配

分による経費の節減が行われています。

　以下は予算特別委員会の審査概要です。

予算特別委員会

審査概要
■一般会計 

◇総務費 

・道路通報システムの試行的導入の検討 262

・武蔵野市ふるさと応援寄附 16,304

・土地評価替え支援 8,249

・ＲＰＡの試行導入 3,805

・モバイルワークの実証実験 5,411

◇民生費 

・成年後見制度利用促進基本計画の策定 3,313

・国有地活用による地域密着型特別養護老人ホーム等整備事業

 247,667

・エンディング（終活）支援事業 2,976

・障害者計画・第６期障害福祉計画策定に係る障害者実態調査

 3,571

・国の構造改革特区を活用した児童発達支援センターの設置

 129,065

・ 都有地活用（旧くぬぎ園跡）における障害者グループホーム

整備事業 20,000

・子ども・子育て応援券事業 13,262

・保育施設における使用済み紙おむつの回収 21,430

・認証保育所の認可化移行 143,422

・多様な保育ニーズへの対応 4,920

◇衛生費 

・エネルギー地産地消プロジェクト 533,562

・第五期環境基本計画の策定 4,000

・環境啓発施設の整備・検討 508,281

・武蔵野赤十字病院新病棟建設等補助金 150,000

・産後ケア（宿泊型・デイケア型）事業 33,503

◇農業費 

・防災兼用農業用井戸水質調査 1,458

◇商工費 

・プレミアム付商品券事業 59,334

◇土木費 

・区画道路の再検証 3,781

・特定生産緑地の指定手続き 4,037

・バリアフリー基本構想の改定 6,000

・地域公共交通網形成計画策定 8,597

◇消防費 

・防火水槽の新設 28,944

・防災情報マップの改訂及び全戸配布 3,346

◇教育費 

・学校施設整備準備 17,567

・子どものスポーツ活動を支える指導者等のスキル向上 500

・ ファミリースポーツフェア2019～ユニバーサルスポーツ

体験～ 230

・ 障害者スポーツを支える人のためのユニバーサルスポーツ研

修会 200

・総合体育館等老朽化調査 9,288

・障害者のためのスポーツ広場 576

■国民健康保険事業会計 

・糖尿病重症化予防事業 5,933

■介護保険事業会計 

・ 武蔵野市高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画策定に係

る各種調査等業務 9,154

主要な事業 （単位：千円）

人口１人当たり　464,252円

1世帯当たり　　885,377円

一般会計歳入予算の内訳および歳出予算の目的別内訳

歳 出

679億6,600万円

民生費

308億4,894万円
（45.4%）

総務費

89億3,415万円
（13.1%）

教育費

84億1,532万円
（12.4%）

衛生費

75億275万円
（11.0%）

土木費

69億6,756万円
（10.3%）

消防費

23億1,827万円
（3.4%）

公債費

16億7,352万円
（2.5%）

その他

13億549万円
（1.9%）

円

負担金

金

審査した特別委員

平成31年度予算審査に当たった

特別委員の氏名は、次のとおり。

深沢達也 予算特別委員長

◎深沢　達也　　○きくち太郎

　深田貴美子　　　山本あつし

　下田ひろき　　　木﨑　剛

　しばみのる　　　内山さとこ

　小美濃安弘　　　落合　勝利

　橋本しげき　　　川名ゆうじ

◎印 委員長　○印 副委員長
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予算に対する各会派の討論 ①平成31年度武蔵野市一般会計予算

②平成31年度武蔵野市下水道事業会計予算

③平成31年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算

④平成31年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算

⑤平成31年度武蔵野市介護保険事業会計予算

⑥平成31年度武蔵野市水道事業会計予算

　３月26日の本会議で予算に対する各会派の賛否の討論が行われました。以下はその要旨です。こ

のほかに、内山さとこ議員の賛成討論もありました。各会派の構成は８面に掲載しております。

　予算特別委員会の詳しい内容は、インターネット議会中継または会議録でご覧いただけます。会

議録は５月下旬以降、各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所７階市政資料コーナー、ま

たは市議会ホームページにおいて閲覧することができます。 予算特別委員会の審査風景

自由民主・市民クラブ

全市的な議論、十分な市
民対話による予算執行を

①反対　②③④⑤⑥賛成

　庁内業務効率化の推進と職員業務負担軽減

のためのＲＰＡ導入、地域包括ケアシステム

のさらなる推進のための住宅改修・福祉用具

相談支援センターの相談機能の拡充、児童に

「自立」「協働」「社会参画」を複合的に学ば

せる武蔵野市民科の試行などの施策は評価で

きる。一方、障害者の法定雇用率の不足、市

民対話が十分でないままの保育園建設、国際

オルガンコンクールへの補助金廃止などは看

過できず一般会計予算に反対する。なお、エ

コプラザの建設は全市的な議論が必要である。

小美濃安弘　議員

日本共産党武蔵野市議団

市民の暮らしを支える自治
体の役割の発揮を求める

①②③④⑤⑥賛成

　消費不況になっている今、市民の暮らしを

支える自治体の役割を発揮することが極めて

重要である。社会保障の充実や子育て関連の

新規事業、災害対策や原発ゼロを実現する取

り組みなどを評価する。一方で、多額の基金

が積み立てられているが、取り組むべき課題

は山積しており、これらの解決にこそ基金を

活用することが大事である。第六期長期計画

の策定にあたり市民意見の反映に最大限努力

することを要望するとともに、市の発展に寄

与するよう本予算の適切な執行を求める。

橋本しげき　議員

空
そら

すべての社会資源が絡み合った、

重層的なコミュニティづくりを

①②③④⑤⑥賛成

　待機児解消をはじめとした子育て支援策や、

介護施設の整備を評価する。これらの充実と

併せ、元気な高齢者が活躍する機会の創出、

若い世代や障がい者が多様な働き方のできる

地域資源の開拓・豊富化に尽力することを要

望し、新年度における議論に期待する。本市

は他市に先駆けてさまざまな施策を展開して

きたが、それが今、最終的に実りつつある時

期にきている。すべての社会資源が絡み合っ

た重層的なコミュニティづくりに向け、庁内

の問題意識を共有しつつ進んでいただきたい。

山本あつし　議員

むさしの志民会議

厚労省データ改ざん事件を他山
の石とし、堅実な市政運営を

①反対　②③④⑤⑥賛成

　１６万人人口推計の根拠を、２０１３年から５年

間のマンションバブルでの人口伸び率を基礎

としたことに問題がある。執行部から「都市

計画上（人口推計との）矛盾の整理が必要」

との趣旨の答弁があり、実現不可能な人口推

計と言わざるをえない。本市の公共施設の資

産価値はもはや４７％である。ずさんな人口推

計を早急に改め、新たな箱モノ行政に踏み切

る前に、組織の規範性と内部統制を高め、行

革を踏まえた厳格な財政計画と誠意ある政策

形成を強く求め、一般会計予算に反対する。

深田貴美子　議員

市議会公明党

あらゆる方策を駆使した
対話の実施を

①②③④⑤⑥賛成

　平成３１年は改元が行われる年であり、国民

意識が希望と期待に胸を膨らませる中で取り

組む市政運営は非常に重要だと考える。吉祥

寺南町の保育園設置においては市長自らが先

頭に立って、「対話」による理解の輪を広げ

てほしい。また、昨年の自然災害を踏まえ、

防災意識の継続と自助・共助の基となる防災

情報マップの改訂を評価する。各事業の推進

にあたり、庁内における基本理念や考え方の

共有と市政運営においてあらゆる方策を駆使

した対話を実施することを要望し、賛成する。

落合勝利　議員

民主生活者ネット

命を守る事業、新規保育園開設を評価

学童クラブは10連休の対応を

①②③④⑤⑥賛成

　長期計画との整合性と命の守り方に着目し

質疑を行ったが、どの事業が命を守ることに

つながるか、分かりやすく示す工夫が必要で

ある。認可保育所３園の新設、多様な保育ニ

ーズへの対応、若者の引きこもりサポート事

業、高齢者へのエンディング支援事業、エネ

ルギー地産地消プロジェクト、コンテンツを

生かした産業振興の事業連携、中学校の部活

の在り方検討などの各事業を評価する。１０連

休中の学童クラブ開所については、迅速なニ

ーズの把握と適切な対応を求め、賛成する。

川名ゆうじ　議員

た
。
経
営
改
善
が
難
し
い
場
合
に
は
、

友
好
都
市
と
協
議
が
必
要
と
考
え
る
。

 

市
民
農
園
の
申
し
込
み
者
は
微

増
状
況
だ
が
、
今
後
の
市
民
農
園
の

増
減
に
対
す
る
方
向
性
を
伺
う
。

申
し
込
み
倍
率
は
一
倍
を
超
え

る
状
況
で
あ
り
、
増
減
に
つ
い
て
は

地
域
性
を
鑑
み
検
討
し
て
い
き
た
い
。

土

木

費

道
路
通
報
シ
ス
テ
ム

導
入
に
伴
う
対
応
は

道
路
通
報
シ
ス
テ
ム
の
試
行
的

導
入
に
よ
り
、
補
修
工
事
が
増
え
た

場
合
の
予
算
を
ど
う
見
込
ん
だ
か
。

部
分
的
な
補
修
で
あ
れ
ば
、
道

路
維
持
補
修
の
工
事
請
負
費
の
予
算

内
で
対
応
可
能
と
考
え
る
。

 

吉
祥
寺
周
辺
の
一
時
駐
輪
場
は

ま
だ
不
足
し
て
い
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
駐
輪
場
整
備
を
進
め
る
の
か
。

新
規
の
用
地
確
保
は
困
難
だ
が
、

休
日
の
定
期
利
用
に
は
空
き
が
あ
る

た
め
、
一
時
利
用
と
の
バ
ラ
ン
ス
等

も
考
慮
し
、
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

 

都
市
計
画
道
路
整
備
に
関
す
る

財
政
見
通
し
を
伺
う
。

第
四
次
事
業
化
計
画
で
の
優
先

整
備
路
線
で
は
な
い
が
整
備
の
必
要

性
の
あ
る
路
線
に
関
し
、
今
後
示
さ

れ
る
方
針
案
を
踏
ま
え
算
出
し
た
い
。

 

屋
敷
林
は
、
費
用
負
担
の
面
か

ら
も
相
続
の
際
に
伐
採
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
。
屋
敷
林
を
計
画
的

に
守
る
た
め
の
施
策
を
考
え
て
は
。

相
続
に
伴
う
伐
採
へ
の
対
応
は

困
難
な
面
も
あ
る
が
、
緑
は
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
と
考
え
て
お
り
、
今
後

も
保
全
に
向
け
検
討
を
進
め
た
い
。

教

育

費

小
・
中
学
校
体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
時
期
は

小
・
中
学
校
全
校
の
体
育
館
へ

エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
完
了
す
る
時
期

は
。
ま
た
、
今
年
夏
の
時
点
で
設
置

さ
れ
て
い
な
い
体
育
館
へ
の
対
策
は
。

三
十
年
度
は
三
校
へ
設
置
し
た
。

ほ
か
の
十
五
校
へ
は
今
年
の
九
月
か

ら
来
年
の
二
月
に
か
け
て
設
置
し
、

夏
の
間
は
大
型
扇
風
機
を
設
置
す
る
。

 

中
学
校
部
活
動
指
導
員
を
二
校

の
モ
デ
ル
校
に
配
置
す
る
が
、
ど
の

部
活
動
へ
配
置
す
る
の
か
。

配
置
校
や
種
目
は
未
定
だ
が
、

運
動
部
の
指
導
を
依
頼
予
定
で
あ
る
。

 

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
不
登
校
児

の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
が
、
不
登

校
対
策
の
総
合
的
推
進
に
向
け
て
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
連
携
す
る
の
か
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
指
導
形
態

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
ま
ず
運
営
実

態
を
把
握
し
た
う
え
で
、
学
校
と
の

情
報
交
換
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

 

教
育
セ
ン
タ
ー
構
想
で
示
さ
れ

た
相
談
・
支
援
機
能
な
ど
の
五
つ
の

機
能
は
現
在
で
も
重
要
だ
と
考
え
る

消

防

費

防
災
推
進
員
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
対
策
は

防
災
推
進
員
は
、
配
置
さ
れ
て

い
な
い
地
域
が
あ
り
、
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
が
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
の
対
策
を
伺
う
。

市
と
防
災
協
会
と
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

青
少
協
等
の
会
合
で
防
災
推
進
員
の

役
割
等
を
説
明
し
、
募
集
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

 

降
雪
時
、
市
は
ど
の
範
囲
ま
で

雪
か
き
を
行
う
の
か
。

基
本
的
に
は
人
の
集
ま
る
と
こ

ろ
や
坂
道
を
中
心
に
除
雪
を
行
っ
て

い
る
が
、
状
況
に
即
し
対
応
し
た
い
。

 

災
害
用
ト
イ
レ
の
整
備
予
定
は
。

公
園
の
新
設
時
等
に
設
置
し
て

い
る
が
、
設
置
状
況
の
ば
ら
つ
き
や
、

使
用
時
の
く
み
取
り
の
手
間
も
あ
る

が
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け

た
議
論
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

現
在
は
、
教
育
推
進
室
と
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
と
で
機
能
を
担
っ
て

い
る
。
第
三
期
学
校
教
育
計
画
の
中

で
設
置
場
所
を
含
め
議
論
し
た
い
。

 

第
二
期
武
蔵
野
市
図
書
館
基
本

計
画
で
改
定
さ
れ
た
内
容
を
伺
う
。

市
内
三
館
の
役
割
を
整
理
し
た
。

ま
た
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
強
化
や
蔵

書
方
針
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
む
。

 

武
蔵
野
市
民
科
の
実
施
に
は
、

学
校
や
教
員
に
よ
り
指
導
内
容
に
差

が
出
な
い
よ
う
、
五
年
間
を
通
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
べ
き
で
は
。

各
校
で
実
施
内
容
案
を
作
成
し

た
後
、
新
年
度
に
設
置
す
る
武
蔵
野

市
民
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会

で
共
有
し
、
五
年
間
の
積
み
上
げ
が

で
き
る
よ
う
な
計
画
を
作
成
し
た
い
。

各
特
別
会
計

下
水
道
長
寿
命
化
計
画

に
よ
る
今
後
の
展
開
は

〈
下
水
道
事
業
会
計
予
算
〉

下
水
道
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

い
た
現
在
の
整
備
状
況
と
、
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

女
子
大
幹
線
の
工
事
は
今
年
度

で
終
了
し
、
平
成
三
十
一
年
度
は
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
緊
急
性
の
高
い
路

線
か
ら
整
備
し
て
い
き
た
い
。

 
〈
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
予
算
〉

国
民
健
康
保
険
は
高
齢
者
の
加

入
割
合
が
高
く
、
低
所
得
者
も
多
い
。

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
繰

入
金
は
現
状
維
持
と
す
べ
き
だ
が
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に

お
い
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
方
と
の
公
平
性
を
考
え
、
緩

や
か
に
削
減
し
て
い
く
と
の
基
本
方

針
を
定
め
て
い
る
。

た
め
、
各
家
庭
で
の
携
帯
用
ト
イ
レ

備
蓄
に
向
け
啓
発
に
努
め
た
い
。

予算特別委員会

審査概要
一般会計歳入予算の内訳および歳出予算の目的別内訳

歳 入
679億6,600万円

市税
410億5,760万円

60.4%

国庫支出金
90億9,187万円

13.4%

都支出金
76億1,544万円

11.2%

繰入金
26億6,271万円

3.9%

地方消費税交付金
25億6,400万円

3.8%

使用料及び手数料
15億9,800万円

2.4%

繰越金
7億円

1.0%

諸収入
6億1,207万円

0.9%

市債
5億7,310万円

0.8%

分担金及び負
5億7,144万円

0.8%

配当割交付金
2億7,000万円

0.4%

その他
6億4,978万円

1.0%
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障がい児の保護者の就労支援への見解は。

保育園での受け入れ充実に努めるが、ウ

ィズの延長保育の拡大は現状では難しい。

放課後等デイサービスの充足状況を伺う。

肢体不自由児の受け入れや送迎を行う事

業所の参入を促しているが、報酬引き下げ

により新規参入は当面難しいと考える。

市立小・中学校での日本語指導が必要な

児童生徒について①現状は②授業中の支援

ができるよう支援員の配置等が必要では。

①外国籍児童生徒40名のうち10名に日

本語指導が必要である②国籍が多様化し言

語サポーターの確保に苦慮しているが、募

集方法や報酬額を見直して確保に努めたい。

障がい児や外国籍の

児童生徒への支援を
笹岡ゆうこ　議員

介護人材不足に対し介護ロボットは有用

と考えるが、導入にあたっての課題は。

導入経費が高いことが最も課題であり、

最新機器に関する情報収集力も必要となる。

介護ロボットの導入により、新たな雇用

機会が拡大し、高齢者が活躍できる場も広

がると考えるが見解を伺う。

ロボットでは代替できない分野も多いが、

体力的な支援が可能となり、高齢者が介護

現場で活躍できる可能性も広がると考える。

介護人材の確保に向けた対策は。

福祉人材の育成と確保を目的に開設した

地域包括ケア人材育成センターで、総合的

に事業者の人材確保支援に努めていきたい。

介護ロボットの積極的な

導入を
下田ひろき　議員

保育料無償化に伴う給食費の徴収は、無

償化の意義が薄れると考えるが見解を伺う。

給食費の徴収は、今後慎重に検討したい。

保育の内容について、保護者と意見交換

する場を設けるべきと考えるが見解を伺う。

どのような手法が可能か検討したい。

10連休中の一部保育園の開園や、今後

の休日・夜間保育を検討してはどうか。

10連休中の一部開園は検討を進めてい

る。また、休日・夜間保育は多様な働き方

や他市の事例を踏まえて研究したい。

　このほか、ＳＤＧｓ、ランドセルの重さ、

骨髄移植ドナーへの支援拡大についての質

問がありました。

保育園保護者との意見交換の

場と10連休中の開園を
川名ゆうじ　議員

ＱｕＯＬａのにぎわいを創出すべき１階

のレストランは、９月から半年近くも昼間

の営業を休止しているが見解を伺う。

事業者と協議し指導してきたが、ランチ

再開ができていないのは大変残念に思う。

１階レストランの事業提案書からの事業

変更について、コンセプトどおりにできて

いないことへの見解を伺う。

民間事業者側の課題もあり、即座の実行

は難しいが、提案に近いコンセプトで早期

に再開できるよう、強く指導していきたい。

ホームページのＡＥＤ設置場所一覧が４

年以上前の状態だが、毎年更新すべきでは。

ホームページは最新情報に更新したい。

武蔵境駅北口前ＱｕＯＬａを

提案書どおりに運営させよ
木﨑 剛 議員

性教育において「寝た子を起こすな」と

いう方針は国際的に否定されており、他県

に学び外部講師を活用するなど科学的知識

に基づいた性教育の啓発を進めるべきでは。

外部講師の活用は大変有効で市教委の基

本方針「人権教育」につながる。助産師・

医師会と連携し、学校の要望に応じたい。

今春の液体ミルク解禁にあたり、ＷＨＯ

の母乳代用品に関する国際基準を踏まえ災

害時の一律配布を避けるべきだが、見解は。

まずは、市民への液体ミルクの知識の普

及が必要であると考えている。配布方法は

一律配布ではなく、国際基準に配慮し、保

健師と相談のうえ、今後研究していきたい。

外部講師活用で自己肯定感を

高める性教育の推進を
西園寺みきこ　議員

本市の農業への市長の基本認識と評価は。

緑地機能や、学校給食への市内産農産物

の提供、児童への農業学習を通じた文化継

承・食育の場として重要である。周囲のほ

とんどが住宅という難しい環境である中、

農業者の皆様には大変感謝をしている。

生産緑地法の改正にあたり都市農地を減

退させずに本市の農業を守るための施策は。

地産地消の推進として、引き続き市民へ

は市内産農産物の購入による都市農業への

応援を周知していきたい。また緑化政策と

しては、積極的な生産緑地地区の指定や、

都の制度の活用に関する研究等も行い、貴

重な都市農地の保全に努めていきたい。

武蔵野市の緑と農業を

守ろう
深沢達也　議員

要保護児童対策地域協議会は本当に児童

虐待のセーフティネットとなりうるのか。
協議会があれば個々の事例の連携が自動

的に進むのではない。各構成機関が役割を
明確にし確実に取り組むことが重要である。

災害時に備え、市が率先して液体ミルク

のローリングストックを行うべきでは。
保存期間が短期間であるほか、さまざま

な課題があり、今後の動向を注視したい。

教員が保護者から理不尽な要求を受けた

時に備え、体制等を整備すべきではないか。
学校が必要とする場合は市の顧問弁護士

に相談できるほか、ＳＳＷ
※
２名を市役所に

配置し、学校への支援を行っている。
※スクールソーシャルワーカー

子どもの命を守る体制の

強化を
大野あつ子　議員

辺野古新基地建設に伴う埋め立ての賛否

を問う沖縄県民投票の実施と経過、またそ

の結果を受けての市長の考えを伺う。

住民投票制度を活用せずとも、日頃から

市民、議会と情報共有し、話し合いによる

合意形成に努めることが前提として必要で

ある。国が結果をどう尊重していくのか、

まさに地方自治の根幹である民主主義が問

われていると考える。

市民の国際交流と国家間外交との関係は。

国の外交ではできない市民レベルの草の

根の交流が自治体の交流事業の意義である。

国家外交が悪化した場合の影響や危険性に

ついては適時注意を払うことが必要である。

インクルーシブシティに向けた

自治・平和の考え方は
内山さとこ　議員

津市は「市民誰もが幸せを実感するまち」

を目指し地域課題の整理、施設カルテ・デ

ータベースの公表をし、公共施設再生計画

策定に臨んでいるが、本市の策定状況は。

類型別施設整備計画に公共施設再生や再

編の考えを含めるものとする予定である。

多摩25市１町が参加する地域の金融機

関による内閣府公民連携プラットフォーム

に、なぜ本市は参加していないのか伺う。

オブザーバーとして参加している。

市民への情報提供のためにも公共施設の

データベース化が必要ではないか。

固定資産台帳は、統一的な基準に基づい

て、エクセルのデータ形式で公開している。

2023年「関東大震災100年」を

前に公の責務を果たせ
深田貴美子　議員

教員の人事異動により吹奏楽クラブの継

続やレベルの維持が困難な場合の対応は。

地域の指導者との連携や保護者の協力に

より、外部指導員等も含めた組織で運営す

る体制作りの検討が必要と考える。

産業振興等の点からも、観光資源となる

デザインマンホールを設置してはいかがか。

まずはすきっぷ通りへ設置することで、

集客や話題性、安全面の検証を行う。

中学校の標準服は、性別を問わず、本人

の希望で自由に選べるようにすべきでは。

各校で安全管理上の観点等から標準服を

定めており、まずは学校内で在り方を議論

し、その上で決定する内容と考える。

吹奏楽クラブの持続可能な

活動に向けた対応は
藪原太郎　議員

資源ごみの一部の収集を隔週化した後の

検証について、その時期や内容を伺う。

現在の収集状況やごみの総量を含めて検

証し、結果を可能な限り早く示したい。

マイボトル・マイカップの給水ポイント

を増やすべきと考えるが、見解を伺う。

各公共施設への設置を踏まえ、他市の事

例を参考にペットボトルの発生抑制につな

げるような取り組みを進めたい。

デジタルサイネージは公共性と利便性が

高く、外国人にも対応可能であるため公共

施設に設置すべきと考えるが見解を伺う。

効果的な広報手段の活用を進める中で、

各施設の状況を判断しながら設置したい。

資源ごみの一部収集隔週化に

伴い、ありとあらゆる対策を
堀内まさし　議員

一 般 質 問
　第１回定例会では２月26日、27日に14名の議員か

ら一般質問が行われました。各議員の主な質問と答

弁を要約して掲載します。

　詳しくは、５月下旬発行予定の会議録（設置場所：

各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所７

階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホーム

ページの会議録検索（第１回定例会分は６月３日登

録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけ

ます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長を

はじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に

対する方針等について、質問をしたり、説明や報告

を求めたりすることをいいます。
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委員会 総務委員会 文教委員会

日程 平成30年10月17日（水）～19日（金） 平成30年10月17日（水）～19日（金）

視
察
先
お
よ
び
視
察
内
容

①福岡県久留米市

・セーフコミュニティについて

②福岡県太宰府市

・自治基本条例の制定について

③熊本県熊本市

・ 熊本地震における災害対策と避

難所運営について

④熊本城東マネジメント株式会社

・商店会活性化事業について

太宰府市役所

①福岡県北九州市

・ ウーマンワークカフェ北九州に

おける子育てと就職の両立支援

について

②福岡県宗像市

・小中一貫教育について

③福岡県福智町

・ 図書館・歴史資料館「ふくちのち」

の運営について

④佐賀県鳥栖市

・学校給食センターについて

福智町　図書館・歴史資料館「ふくちのち」

委員会 厚生委員会 建設委員会

日程 平成30年10月24日（水）～26日（金） 平成30年10月24日（水）～26日（金）

視
察
先
お
よ
び
視
察
内
容

①佐賀県佐賀市

・ 生活困窮者自立支援事業および

ひきこもり支援事業について

②鹿児島県鹿児島市

・ 環境啓発施設の運営および課

題について

③熊本県八代市

・ 在宅医療介護連携推進事業に

ついて

・ 震災時の要援護者等の対応に

ついて

④福岡県北九州市

・介護ロボット事業について 北九州市役所

①山形県鶴岡市

・ 特定非営利活動法人つるおかラ

ンド・バンクの取り組みについて

②山形県山形市

・中心市街地再開発事業について

③宮城県女川町

・ 津波被害からの復興まちづくり

について

④宮城県

・ 水道コンセッション方式につい

て

宮城県女川町

平成30年10月に、各常任委員会で下記のとおり行政視察を実施しました。

各委員会視察報告の詳細については、市議会ホームページでご覧いただけます（１面下部参照）。各常任委員会　行政視察報告

外環道路特別委員会は平成31年３月定例会最終日までを設置期限として、東京都市計画道路都市高速道路外郭環状線および東京都市計

画道路幹線街路外郭環状線の２について調査・検討を続けてきましたが、３月26日の本会議でこれまでの活動の報告を行いました。特別委員会最終報告

今後について

　コミュニティの維持、良好な環境、シールド

マシン工事における安全性や市民生活に影響を

及ぼす諸課題について、都市での移動・流通等

の変化も見据え、改選後の議会においても引き

続き外環本線および外環の２についての調査・

検討を市民、行政と行っていく必要がある。

事業の状況と特別委員会の活動

　外環本線は、平成29年２月に東名側から、平成31年

１月には関越側からもシールドマシンが発進したが、

東名側で発生した野川の気泡の問題については、シー

ルド工事が行われる沿線全体に関係する事象である

にもかかわらず、原因と対応方法について沿線住民の

不安が払拭されていない状況にある。また、外環の２

は、「武蔵野市における地上部街路に関する話し合い

の会」の中間まとめ作業に時間を要している状況であ

り、その後の進め方についても詳細が示されていない。

　本特別委員会では、外環道路について調査・検討

を重ね、現地視察、市民との懇談会を実施した。平成

31年２月、「対応の方針」の着実な履行、住民の不安

解消、慎重な事業進行、外環の２の問題の解決、正

確な情報の公開と説明等を求める「東京外かく環状道

路に関する意見書」を委員全員により提出し、同月27

日の本会議において全会一致で可決され、同月28日国

・都へ提出した。

設置経過

　昭和41年に発表された外郭環状道路建

設計画に対して、本市では昭和42年に外環

道路反対特別委員会を設置し、継続して反

対運動を行った。平成15年３月、大深度地

下方式での建設方針が公表され、同年９月、

本特別委員会が設置された。平成21年６月、

外環の２についての調査・検討を追加した。

今期の議会においても平成27年６月、外環

本線および外環の２について調査・検討す

ることを目的として本特別委員会が設置さ

れ、平成29年６月、設置期限を平成31年３

月定例会最終日まで延長した。 平成31年１月30日、大泉ジャンクション工事現場視察

新聞社説では、晩婚化・非婚化が少子化

の最大原因とある。世界各国でも経済成長

過程で、少子化は必然だ。市長は市議との

対談で「国は生産年齢の人口減少問題を放

置し、少子化対策にも無策だった。」と批

判した。政府は、34歳までの若年層に自治

体を通じ結婚支援生活資金を出しているが、

この制度に取り組む予定はあるか。

市として結婚支援策を行うつもりはない。

市長は都議時代や都議選時、土壌汚染を

理由に豊洲市場移転に反対し、風評被害を

広めたと考えるが、移転の評価を問う。

市議会の場で、豊洲市場移転の評価につ

いて見解を示す立場ではないと考える。

少子化の原因に対する

見解は
きくち太郎　議員

一部の市道は表面にひび割れやへこみ等

が多数あり、通行者に危険を及ぼしている。

状況の調査と早急な整備を求めるが見解は。

振動や騒音、歩行者や自転車等が通る際

の支障の有無を確認し、個別に対応したい。

生活困窮者自立支援事業の利用促進に向

け、どのように対策を強化するのか。

関係機関等との連携を強化し、支援調整

会議を重ねて包括的な支援を行うとともに、

周知の方法や内容を引き続き工夫したい。

医療と介護の複合的な課題を持つ高齢者

へのサービスを提供する施設の整備計画は。

施設整備は介護保険料の上昇につながる

ため、保険料とのバランスを考え検討する。

道路整備や生活支援施策の

推進を
しばみのる　議員

ＳＮＳを活用した児童生徒の相談窓口が

全国で拡大する中、若い女性向けの窓口な

ど、本市の相談体制を踏まえて見解は。

夏休み中は若い女性の悩みも増すため、

本市でも相談の敷居を低くする必要があり、

試行的なＳＮＳの活用を検討したい。

高齢者肺炎球菌ワクチンは、接種率向上

のためにも再勧奨が必要と考えるが見解は。

市報等での周知とともに、未接種の方へ

は個別に制度周知のお知らせを送付したい。

スマートフォンを活用した市民からの通

報により、行政サービスの向上を図っては。

ＬＩＮＥなどを活用した道路通報システ

ムを試行的に導入し、効果を検証したい。

ＳＮＳを活用した児童生徒

・若者の相談窓口の設置を
浜田けい子　議員

外環道路特別委員会報告
（平成29年６月～平成31年３月）



平成31年（2019年）4月30日発行 8

第１回定例会

【市長提出議案（24件）】

●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について   同意（全会一致）

※ 本市固定資産評価審査委員会委員に井
い

出
で

多
た

加
か

子
こ

氏を再任することについて、市議会の同

意を求めるもの。

●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について   同意（全会一致）

※ 本市固定資産評価審査委員会委員に荒
あら

山
やま

國
くに

雄
お

氏を再任することについて、市議会の同意

を求めるもの。

● 武蔵野市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例  

   可決（全会一致）

※現市長の退職手当の支給割合を「100分の400」から「100分の130」に減額するもの。

●武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※一般職の職員の給料表の改定および勤勉手当の支給率の改定をするもの。

●武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※ 建築基準法の一部を改正する法律の施行を踏まえ、用途地域における増築、改築または移

転の特例許可申請に係る手数料の新設等をするもの。

● 武蔵野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例   可決（全会一致）

※ 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令の施行に伴うほ

か、家庭的保育者の居宅で保育を提供する家庭的保育事業者について、保育所等から調理

業務を受託しており、かつ、利用乳幼児の年齢等に応じた食事の提供等ができる者からの

食事の外部搬入をできるようにする等をするもの。

● 武蔵野市廃棄物の抑制・再利用と適正処理及びまちの美化に関する条例の一部を改

正する条例   可決（全会一致）

※ 環境美化推進員制度の廃止及び廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改

正する省令の施行に伴うほか、技術管理者の資格に「専門職大学の前期課程を修了した

者」を追加し、環境美化推進員制度の廃止等をするもの。

●武蔵野市特定土地利用地区建築条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※建築基準法の一部を改正する法律の施行に伴うほか、所要の改正をするもの。

●武蔵野市特別工業地区建築条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※建築基準法の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正をするもの。

● 武蔵野市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準

に関する条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※ 学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令の施行によ

る水道法施行令の改正等を踏まえるほか、布設工事監督者および水道技術管理者の資格

に「専門職大学の前期課程」を修了した者を追加し、技術士の第２次試験（上下水道部門）の

選択科目から「水道環境」を削除する等をするもの。

●平成30年度武蔵野市一般会計補正予算（第５回）   可決（全会一致）

●平成30年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第1回）   可決（全会一致）

●平成30年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第1回）   可決（全会一致）

●平成30年度武蔵野市後期高齢者医療会計補正予算（第1回）   可決（全会一致）

●平成30年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第２回）   可決（全会一致）

●平成31年度武蔵野市一般会計予算   可決（賛成多数）

●平成31年度武蔵野市下水道事業会計予算   可決（全会一致）

●平成31年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算   可決（全会一致）

●平成31年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算   可決（全会一致）

●平成31年度武蔵野市介護保険事業会計予算   可決（全会一致）

●平成31年度武蔵野市水道事業会計予算   可決（全会一致）

●平成30年度武蔵野市一般会計補正予算（第６回）   可決（全会一致）

●武蔵野市監査委員の選任の同意について   同意（全会一致）

※本市監査委員に名
な

古
ご

屋
や

友
とも

幸
ゆき

氏を選任することについて、市議会の同意を求めるもの。

●武蔵野市教育委員会委員の任命の同意について   同意（全会一致）

※本市教育委員会委員に渡
わた

邉
なべ

一
いち

衛
え

氏を再任することについて、市議会の同意を求めるもの。

【議員提出議案（５件）】

●東京外かく環状道路に関する意見書   可決（全会一致）

●選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書   可決（賛成多数）

●最低賃金の大幅引き上げによる改善を求める意見書   可決（賛成多数）

● 違法ダウンロード対策について、著作権者やインターネットを利用する一般国民の

意見を尊重することを求める意見書   可決（全会一致）

●沖縄県民投票の結果の尊重を求める意見書   可決（賛成多数）

各議員の議案等に対する賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

議案審議結果（議決）一覧

東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
関
す
る

意
見
書

（
内
閣
総
理
・
国
土
交
通
・
環
境
大
臣
、

東
京
都
知
事
あ
て
）

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を

求
め
る
意
見
書

（
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
・
総
務
・
法
務
大
臣
あ
て
）

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
に
よ

る
改
善
を
求
め
る
意
見
書

（
内
閣
総
理
・
厚
生
労
働
大
臣
、
東
京

都
知
事
あ
て
）

違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
対
策
に
つ
い

て
、
著
作
権
者
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
一
般
国
民
の
意
見

を
尊
重
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
（
内
閣
総
理
・
文
部
科
学
大
臣
あ
て
）

沖
縄
県
民
投
票
の
結
果
の
尊
重
を

求
め
る
意
見
書

（
内
閣
総
理
・
総
務
・
防
衛
・
外
務
・
沖

縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
あ
て
）

※
意
見
書
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

■
採
択

・
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導

入
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ

と
に
関
す
る
陳
情

・
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

に
よ
る
改
善
を
国
及
び
東
京

都
に
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情

■
不
採
択

・
石
炭
火
力
発
電
の
段
階
的
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
の
国
へ

の
提
出
に
関
す
る
陳
情

・
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
替
案
に
関

す
る
陳
情

陳
情 

審
議
結
果

市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５

メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp

市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

　会派とは、市政について、同じような考えや意見

を持っている議員のグループで、議会活動の一つの

基盤となります。この会派名簿は、平成 ３１ 年４月

３０ 日任期満了のものです。

※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号で

す。議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認いただ

くか、議会事務局にお問い合わせください。

会派名簿

自由民主・市民クラブ ☎６０－１８８４

堀　内　まさし　　ひがし　まり子
土　屋　美恵子　　木　﨑　　　剛
小美濃　安　弘　　きくち　太　郎
与　座　　　武　　　　　　　　　

民主生活者ネット ☎６０－１８８９

藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子
西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ
深　沢　達　也　　　　　　　　　

市議会公明党 ☎６０－１８８７

大　野　あつ子　　浜　田　けい子
落　合　勝　利　　　　　　　　　

日本共産党武蔵野市議団 ☎６０－１８８８

し　ば　みのる　　橋　本　しげき
本　間　まさよ　　　　　　　　　

むさしの志民会議 ☎６０－１８８５

深　田　貴美子　　竹内　まさおり
下　田　ひろき　　　　　　　　　

空
そ ら

 ☎６０－１８９０

山　本　あつし　　笹　岡　ゆうこ

会派に属さない議員 ☎６０－１９０９

内　山　さとこ　　　　　　　　　

会派に属さない議員 ☎６０－１９４４

山　本　ひとみ　　　　　　　　　

▶インターネット議会中継
本会議・決算特別委員会・予算特
別委員会の模様を市議会ホーム
ページで生中継しています（生
中継の日程は「会議の日程」のペ
ージをご覧ください。）。
録画中継は、生中継終了後３日
程度（土・日・休日を除く。）で、ご覧いただけます。

▶会議録検索システム
平成２年８月以降の本会議、常任・特別委員会など、各種の会議録が閲
覧・検索できます。

▶携帯電話版ホームページ
市議会からのお知らせを携帯電話でもご覧いただけま
す。下記のURLを直接入力するか、携帯電話で２次元バ
ーコードを読み取ってください。

http://www.city.musashino.lg.jp/m/shigikai/

その他、市議会に関するさまざまな情報を掲載しています。 

ぜひご利用ください。

武蔵野市議会ホームページ
http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

武蔵野市議会 検 索


